
                                                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

発行元 無所属の会（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://www.geocities.jp/positive_square/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

発行2018年11月 
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一気に 

肌寒くなって 

きましたね。 

 

〜

〜

要
望

環
境
部
と
し
て
は
今
後
も
、
市
民
の
方
々
の
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
べ
き
だ
が
、
路
上
喫
煙
の
防
止
に 

 

関
す
る
条
例
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
や
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、
健
康
福
祉
部
と
し
て
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に 

 
 
 

関
す
る
条
例
の
設
定
を
検
討
す
べ
き
！
！ 

 

〜

〜

要
望

市
内
の
野
良
猫
の
頭
数
の
推
移
は
把
握
が
困
難
の
よ
う
だ
が
、
避
妊
去
勢
手
術
の
助
成
を
行
う
こ
と
で
、 
 
 
 

中
長
期
的
な
野
良
猫
の
頭
数
の
抑
制
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。 

 

〜

〜

要
望

も
っ
と
保
健
所
の
こ
と
を
幅
広
く
市
民
の
方
々
に
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
市
立
豊
中
病
院
が
実
施
し
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
よ
う
な
こ
と
を
、
保
健
所
で
も
実
施
し
、
市
民
の
方
々
が
、
保
健
所
で
は
、
ど
ん
な
方
々
が
、 

 
 
 

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
見
る
機
会
や
、
実
際
に
そ
の
仕
事
の
一
端
を
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
で
き
な
い
か
、 

 
 

検
討
す
べ
き
！
！ 

神原 宏一郎の活動報告 2018 年 8 月 1 日～10 月 31 日（抜粋）※印は公務 

（前向きサロン） 
日 時： 11 月 24 日（土） 

午 前：１０時～１２時         

場 所：堀田会館２階特別室 

（阪急バス豊中高校前から徒歩 5 分） 

参加費：無料 

主 催：前向きひろば 

お問合わせは 06-6854-5664 まで 
 

参加者みんなで情報共有・意見 

交換出来ればと思っています。  

気軽にご参加下さい！！ 

2018 年 8 月 
 １日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

 ２日 環境福祉常任委員会（神原在籍） ※ 

 ３日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

 ４日 豊中市・沖縄市兄弟都市少年野球親善交流開会式 

     豊中まつりボランティア 

 ５日 さくらナースリー竣工・内覧会・豊中まつりボランティア 

 ７日 都市計画審議会 ※ 

 ８日 高校野球選手権１００回大会記念展 

 ９日 議会運営委員会 傍聴・７月臨時会 本会議 ※ 

１２日 堀田会館大掃除 

１６日 関西若手議員の会総会・研修会 

１７日 豊中豊友・隠岐の島交流事業 

１８日 「第１６回ござんせ CUP」観戦 

２５日 前向きサロン（市政報告会） 

３０日 議会運営委員会 傍聴 ※ 
 

2018 年 9 月 
 １日 上野公園管理に関する住民説明会 

 ６日 議会運営委員会 傍聴・９月定例会 ※ 

 ８日 とよなか国際交流フェスタ 

１１日 環境福祉常任委員会（神原在籍） ※ 

１２日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

１３日 建設水道常任委員会 傍聴 ※ 

１４日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

１５日 前向きサロン（市政意見交換会） 

     敬老の集い 

１６日 敬老の集い 

２０日 インターン生政策提案発表会 

２２日 うえの歩こう会 

２７日 議会運営委員会 傍聴・９月定例会 ※ 

２８日 市立中学校体育大会 
 

2018 年 10 月 
 ６日 上野連合自治会役員会 

 ７日 市民体育祭 

 ８日 上野市民体育祭 

     第１３回太鼓亭杯・第９回佐野カップ閉会式 

１０日 上野小学校運動会 

１４日 豊中豊友大運動会 

     市民健康展・よい歯の８０２０表彰式 

１５日 環境福祉常任委員会（神原在籍） ※ 

１６日 文教常任委員会 傍聴 ※ 

２０日 文化幼稚園運動会・とよっぴーフェスタ 

２１日 豊中市秋季少年野球大会開会式 

２２日 建設水道常任委員会 傍聴 ※ 

２３日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

２６日 高齢者レクリエーション大会 

２７日 さくらづか保育園運動会 

２８日 上野市民文化祭 

     クリーンランドフェスティバル 

2018年8月～10月分 

収 入 

議員報酬（注 1) \1,923,000 

合計 \1,923,000 

支 出 

所得税 \161,679 

議員団費 \9,525 

事務所費用へ \900,000 

生活費 \851,796 

合計 \1,905,000 

（注 1)  クリーンランド議会報酬含 

(注 2）  イベント参加費・カンパなど 

（注 3）  勉強会参加費など 

   

神原事務所 2018 年 8 月～10 月分 

収入 

前月繰越残高 \2,552,976 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 2)  \10,000 

合計（１） ￥3,462,976 

 支出 

家屋費（イベント会場含） ￥222,200 

光熱費 ￥15,955 

 通信費 ￥18,736 

印刷費 ￥35,329 

備品費 ￥0 

消耗品費 ￥3,600 

交通費 ￥0 

人件費 ￥448,500 

00 その他（注 3) ￥68,827 

合計（２） \813,147 

次月繰越 （１）－（２） \2,649,829 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★意見★プラスチック製容器包装は、焼却処理して熱回収すべき！！ 
理由その① リサイクルに毎年２億２千万円もの税金が使われている 

理由その② 焼却処理して、熱回収（サーマルリサイクル）し、発生した熱を電力にし、 売電すれば   

数億円の利益になる 

理由その③ 同じ材質のプラスチック製品は焼却処理している 

理由その④ プラスチック製品と同様に可燃ごみとして収集すれば、市民の分別の手間も、クリーン  

ランドでの手選別の手間も軽減でき、市の収集運搬の効率も上がる 

理由その⑤ 市民が分別排出したプラスチック製容器包装の１割強しか、再商品化されていない 

理由その⑥ 古紙や空き缶、ペットボトルなどと異なり、プラスチック製容器包装は売却益がない 

理由その⑦ 焼却処理している自治体も少なくない。実際に、お隣の吹田市は、焼却処理している 
 

 

 

★意見★拠点回収の場所を見直すべき！！ 
理由その① 補完的に行っている市の収集量が増加し、拠点回収の収集量を大幅に上回っている 

理由その② 拠点数が２６６か所もあるが、ほとんど利用されていない拠点がかなりある 

理由その③ 拠点数を減らすことで、収集事業者への委託料の抑制ができる 

 

 

 

★意見★剪定枝のチップ化は税金の無駄遣い、即刻止めるべき！！ 
理由その① 剪定枝の大半は焼却処理されている：実にチップ化処理の２０倍の量を焼却処理 

      （チップ化している剪定枝は約２８０トン、焼却処理している剪定枝は約５６００トン） 

理由その② チップ化は経費がかかり過ぎる：実にチップ化処理の経費は焼却処理の７倍 

           （剪定枝１トン当たりのチップ化経費は約６８０００円、焼却処理経費は約９６００円） 

理由その③ ほとんどの市民が公園等の剪定枝をチップ化処理していることを知らない 

理由その④ とよっぴーは原価割れしており、販売単価を見直すか、経費の抑制を図る必要がある 
 

 

 

★意見★ディスポーザーの設置に助成制度を創設すべき！！ 
理由その① 生ごみを家庭内に溜めず、常に排出処理できるため、虫や悪臭などの発生が防止できる 

理由その② 生ごみの量が減れば、高齢者等のごみ出しの際の負担軽減になる 

理由その③ 市は、生ごみを排出する際に水を切るように推奨しているが、その手間が省ける 

理由その④ 市民が排出する可燃ごみは年間約１０万トンで、その４割が生ごみであり、生ごみの排出量 

      を抑制出来れば、ごみの排出量は大幅に減少させることができ、環境負荷の軽減になる 

理由その⑤ ごみの排出量が減ると、収集運搬や焼却処理に要する経費も削減できる 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 
皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 


